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切
り
と
ら
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こ
と
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採
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考
検
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中

学

校

国

語

解

答

例

一

ａ

そ
う
れ
い

ｂ

が
ら
ん

二

ｃ

既
往

ｄ

縛

ら
れ

三

語
ら
れ
て
い
る
主
格
の
語
と
語
っ
て
い
る
主
体
が
生
き
生
き
と
関
係
し
あ
っ
て
い
る
こ
と
。

一

四

複

数

の

事

例

を

分

類

し

て

、

言

語

に

よ

っ

て

説

明

す

る

こ

と

。

五

エ

六

エ

予
想
さ
れ
る
反
論
と
そ
の
課
題
を
先
取
り
す
る
こ
と
で
、
読
者
の
思
考
の
課
題
を
明
ら
か
に
し
、
そ
れ
を
解
決
し
、
自
分
の
論

七

の
説
得
力
を
強
め
る
効
果
。

一

（
記
号
）

ｂ

（
品
詞
）

連
体
詞

（
完
全
解
答
）

浩
太
を
説
得
す
る
こ
と
を
約
束
し
た
が
、
説
得
と
は
逆
の
行
動
を
す
る
こ
と
し
か
思
い
浮
か
ば
ず
、
困
っ
て
い
る
か
ら
。

二三

ど

ん

な

に

大

（
他
の
解
答
例
と
し
て
、
「
ど
ん
な
に
・
砂
鉄
は
ひ
と

も
可
。
）

四

ず
っ
と
親
方
の
も
と
で
鍛
冶
職
人
に
な
ろ
う
と
考
え
て
い
た
が
、
親
方
か
ら
突
き
放
さ
れ
た
言
葉
を
か
け
ら
れ
た
か
ら
。

二

山

登

り

の

目

的

が

鍛

冶

屋

に

な

る

こ

と

を

あ

き

ら

め

さ

せ

る

こ

と

五

だ

と

理

解

し

、

親

方

と

会

え

な

く

な

る

の

が

寂

し

い

気

持

ち

。

六

ウ
語

句

の

意

味

調

べ

を

し

て

、

知

っ

て

い

る

言

葉

の

数

を

増

や

す

だ

け

で

な

く

、

作

品

の

中

で

使

わ

れ

て

い

る

語

句

の

類

義

語

な

ど

を

七

紹

介

し

、

語

句

の

意

味

を

比

較

さ

せ

、

言

葉

の

違

い

に

気

づ

か

せ

語

句

の

意

味

や

使

い

方

に

対

す

る

意

識

を

高

め

さ

せ

る

こ

と

。

一

ａ

た
ま
わ
（
は
）
ぬ

ｂ

せ
ん
だ
つ
（
ち
）

二

（
品
詞
）
形
容
詞
（
の
活
用
語
尾
）

（
活
用
形
）

已
然
形

（
完
全
解
答
）

三

及
ぶ
も
の
は
な
い
だ
ろ
う

三

四

と
に
か
く
山
伏
の
真
似
を
し
よ
う

五

先

ほ

ど

見

た

山

伏

達

が

一

人

も

い

な

く

な

っ

た

こ

と

。

ど
ち
ら
も
ニ
セ
の
山
伏
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
を
本
当
の
山
伏
と
思
い
込
ん
で
、
真
似
を
や
め
て
し
ま
っ
た
こ
と
。

六
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配
点

一
一
・
二
・
・
・
・
各
３
点

３×

４
＝
１
２
点

三
一
・
二
・
五
・
・
各
３
点

３×

４
＝
１
２
点

三
・
五
・
六
・
・
各
４
点

４×

３
＝
１
２
点

三
・
四
・
・
・
・
各
４
点

４×

２
＝

８
点

四
・
七
・
・
・
・
各
８
点

８×

２
＝
１
６
点

六
・
・
・
・
・
・
・
６
点

６×

１
＝

６
点

二
一
・
二
・
三
・
六
各
３
点

３×

４
＝
１
２
点

四
・
五
・
・
・
・
・
６
点

６×

２
＝
１
２
点

合
計

１
０
０
点

七
・
・
・
・
・
・
１
０
点

１
０×

１
＝
１
０
点


